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Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

児童生徒の実態に合った的確な個別の指導計画を作成
する。それに基づいた授業を実施し、基礎的・基本的な
知識・技能を定着させながら、指導と評価の一体化を図
る。

ＩＣＴの活用や体験的活動など、指導法を工夫することに
より、わかる喜びを実感できる授業を行い、達成感や自
己肯定力を高める。

教育課程に児童生徒の心身の状態を考慮した系統的・
体系的なキャリア教育を位置づけるとともに、児童生徒
指導力の向上を図る。

基本的生活習慣を確立させ自立心の育成に努めるとと
もに、道徳教育や保健教育と関連させ学校生活全体を
通して、自他を大切にする心を育てる。

積極的な情報発信を行い、病弱教育への理解と啓発に
努めるとともに、関係機関との連携を充実させる。
センター的機能を発揮して、地域の児童生徒を支援する
とともに、身体的疾患や心身症を抱える児童生徒に対
する支援について理解啓発を図る。

研究・研修の充実を図りながら授業力を高め、専門性の
向上を図る。

4
全ての教職員が働きやすい学校づく
りを目指す。

「Aｌｌ富士見」と「Ｏｎｅ富士見」をもとに、働き方改革をめ
ざし、効率の良い働き方を行う。また年休を取得しやす
い環境を整え、年間15日以上取得できるよう努める。

教職員アンケートによ
る検証

（満足度80％）
B

・本校、分校の諸規程を統一させてき
た。実際に試行し、再度検討していく。
・今後も定時退庁日を継続して実施し、
早めに帰る日を作っていく。

・先生方が健康であることが、お子さんたちが健やかに成長するための必要
条件になると思う。
・学校の教員は忙しく、このような取り組みは非常に難しいと思われるが、ぜ
ひ先生方が元気にすごせる環境を作って欲しい。
・今後の改善に向けて、教職員アンケート結果の丁寧な分析と対応が行われ
ることが望ましい。
・「学校としての包括的な教育サービスの向上」が図れるよう、時間の管理に
偏らない視点(本人の仕事への意欲によっては超過勤務もよしとする等)も大
切にしていってほしい。
・様々な教員の意見が出しやすく、共有し合える職場であってほしい。

留意点

（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

3

1

2

・キャリア教育については、児童生徒の実態に応じて
身に付けさせていく力は何であるのかを共通認識し
ながら進めた。進路指導計画を参考にしながら実態
や学年に応じた指導を行うことができた。
・登校時に自分の体調をiPad等を使い、自分で入力
できるようにした。基本的生活習慣の確立のために
は、普段から自分の体調や服薬について気を配るこ
とが大切だと考えた。また、毎月実施している発育測
定では、測定結果を児童生徒に渡し、自分の成長に
興味を持たせるようにした。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

健やかな心身の涵養とよりよい人間
関係の形成を図り、自立を目指す態
度を育成する。

児童生徒の実態に即した支援や学習
指導を行い、一人一人の確かな学力
を育むとともに、達成感や自己肯定
感を育む。

・センター的機能においては、学校、保護者、医療機
関と連携を図り、支援の方向性を確認し合いながら
進めることができた。１月末現在で３９件の相談があ
り、１８件の訪問支援を実施した。保護者や教員から
連絡をもらい、学校に要請を依頼してもらうことで訪
問支援を実施し、地域の教員へ直接的な支援を行う
ことができた。
・高校生支援については、２件の教育相談及び訪問
支援を行った。１人は本校に在籍していたことがある
ため追支援である。今後も本校に在籍していた児童
生徒の追支援を行えるよう、追支援を行い、地域での
学びをフォローできるようにする。
・病弱連携会議では、病弱支援学級担任や院内学級
担任に、研修会を実施した。「もっと学びたい」「具体
的な支援方法を知りたい」という希望が多かった。参
加者のニーズに応じて研修内容を検討したり、連携
会議を通じた病弱教育の理解啓発を地道に継続した
りしていく必要がある。
・相互授業参観や異校種授業参観を実施し、お互い
に授業を見合ったり、他校種の授業を見ることで、
様々なことを学ぶことができた。また、異校種授業参
観終了後、旭分校と合同報告会を開き、それぞれの
教職員が学んだことを共有することができた。

自己評価結果

本年度の重点目標

１　児童生徒一人一人に即した支援や学習指導に努めるととも
に、確かな学力を育むとともに、達成感や自己肯定感を育む。

評価

３　病弱教育の充実とセンター的機能の発揮に努める。

年度末評価（令和８年２月１２日現在）

不十分である。(４割以上)

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

4A

・教職員が児童生徒の実態把握を丁寧に行い、教育支援ニーズに応じて柔軟
に教育活動が実施されている。
･不登校の生徒が多い中で、何が子どもたちに必要かという答えはとても難し
いものであると思う。富士見支援学校は違う角度での取り組みが可能な場所
であり、積極的かつ伝統的な取り組みを続けていってもらいたい。
・まれに「この先生のこの教え方が合わない」との声が聞かれた。人と人の関
わり合いなので致し方ないとは思う。・今後のAIおよびICT利活用に向けて、情
報活用能力の把握やモラル教育等を充実させていくことが課題である。
・学習評価については、引き続き前籍校との連携を図る中で、評価の妥当性
に関して議論を深めていけるとよいと思う。
・学力をつけることからだけでなく、自立活動独自の視点や方法を大事にしな
がら自己肯定感を育んで欲しいと思う。

・長く通学しているお子さんだと、1年前は参加できなかった行事に参加できた
りと、成長が目に見えて外来でお話を聞いてこちらも嬉しくなります。
･自己肯定感の低い子どもたちが自信を回復し、健やかな心身を取り戻し、次
のステップへ進める準備を整えることができていると思う。
・児童生徒にとって、学校が安心できる場所であることがわかる。大人・教職
員との信頼関係が築かれている様子が高く評価できる。
・少人数であっても同年代との関わりによる成長発達の機会が保障されること
が望ましい。
・保護者との連携に関わり、児童生徒の日々の様子に関する保護者への情報
提供の充実にむけた改善が望まれる。
・自身の体調に関する自己管理・他者開示は、とても大切なことだと思う。ぜ
ひ、実践を継続していってほしい。

・日々児童生徒の実態を把握するよう努め、個別の
指導計画を作成した。学習空白がある場合は、授業
の中で補いながら、基礎的・基本的な学習を定着でき
ることが多かった。計画の段階の個別の指導計画
を、教員全体で検討する機会を3学期より設定した。
また、中学生の学習評価について、学部会等で検討
した。
・ICTを活用した学習や、実験・観察を取り入れた授業
を実施することで、児童生徒が興味・関心を持って授
業に参加し、達成感を高めることができた。

4

・来年度も児童生徒を的確に把握し、学
年会や学部会等で個々の児童生徒に付
けたい力を確認しながら進めて行く。
・キャリア教育については、キャリアパス
ポートを使用し、児童生徒が自分を振り
返りながら、効果的に進めて行くよう検
討する。
・今後も基本的生活習慣を確立させるた
めに、自分の体調を入力させ、自分の睡
眠時間、服薬等について興味を持たせ
ていきたい。

・個別の指導計画の様式が、県で統一さ
れ、本校でもその様式を使用した。今後
本校としてどのような記入方法が良いの
か検討していく。

・児童生徒の実態やニーズに即したICT
の活用を含めた支援方法や内容を検討
し、授業改善を進めて行く。また確かな
学力を養いつつ、達成感や自己肯定感
を育むための教科及び自立活動の在り
方についても校内で研究していく。

B

良くできている。

できている。

（１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。

病弱教育に関する専門性の充実を図
り、信頼される学校づくりを行う。

3

・「ALL富士見」で負担をなるべく公平にし、「One富士
見」で誰が担当しても分かるように、本校、分校で諸
規程を統一させてきた。働き方改革など達成できた。
・定時退庁日を月２日設定、実施した。
・年次有給休暇の取得日数は、１年間で１５．６日で
あった。次年度も年休が取れるよう、環境を整えてい
く。

A

・『ここにしか通えないお子さん』は、裏を返せば『ここならば通えるお子さん』で
あるので、そういったお子さんたちを引き続き受け入れてもらいありがたい。
･センター的機能も実績を積み重ね、良い方向に進んでいると思う。各地で
困っている学校が積極的に相談できる体制を教育委員会には準備してもらい
たいと思う。問題点の認識や機能を拡げる試みが素晴らしいと思った。「病弱
支援学級担任」支援では、当該校管理職への情報発信や連携をぜひお願い
したい。
・病弱教育の理解や校内での学びの様子について、関係機関に積極的に発
信されていることが高く評価できる。
・心理的不調を来しやすい子どもは、予後不良となる傾向が強いため、追支
援はとても大切な業務だと思う。(富士見での楽しかった思い出を、その後の
生きる糧とする生徒さんもたくさん居る。)引き続き丁寧な支援をお願いした
い。
・専門性をぜひ高めてほしい。人が生きていく上での学びは、いろんな時、所
に出会いがあると思う。固定してとらえず、自由に、好奇心を持って学んでほ
しいと思います。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

・今後は教育相談を相談支援部が実施
していくことで、一本化を図る。本校に転
籍を希望する児童生徒、保護者がいる
場合は、教育相談や体験学習の回数を
限定し、なるべく早めに本校に入れるよ
うにしていく。
・病弱連携会議を病弱支援学級担任等
の希望に向け、方法等を工夫していくと
ともに、個別的・具体的な課題に対応す
るために本校のセンター的機能を活用し
てもらえるよう呼びかけていく。
・本校を転出した児童生徒が現状で課
題がないか等、相談支援部が保護者に
電話を入れて確認し、3年間を目安とし
たフォローアップに努める。
・相互授業参観は今後も継続し、お互い
に学び合いながら専門性を高めていき
たい。また、来年度も専門性の高い講師
を招聘し、研修会を開いて教職員の指
導力を高めていく。

4

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

２　健やかな心身の涵養とよりよい人間関係の形成を図り、社会
参加と協働に向けての資質を育む。

児童生徒たちの病状に配慮し、健康の回復を図りながら、義務教育における学習空白を補完するとともに、社会
の中で人と関わりながら生きる力を育む

概ね達成できた。（６割以上）

達成できなかった。（４割以下）

山梨県立富士見支援学校校長　　雨宮　靖子

学校関係者評価

実施日　（令和８年２月２７日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

できていない。

評価


